
 

日 程：2025 年〔令和 7 年〕1 月 29 日～2 月 18 日 

コース：№０に記載 

参加者：三栗五月・岡村眞由美・岡村繁雄 他 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカイ・タワー展望台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展望台外側のフレームを歩くスカイウォーク風景 

1 月 30 日 スカイ・タワー               展望台より〔望遠〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカイ・タワー展望台よりマウント・イーデンを望む      スカイ・タワー展望台よりランギトト島を望む 

 

ニュージーランド 北島 
番外編 報告 № 15 

オークランドの近郊はかなり車が込み合ったが、日曜日のスカイ・タワー周辺ではビジネスマンがい

ないせいか意外と人通りが少なかった。 



 

 

 

 

 

 

 

1 月 28 日～31 日宿泊 オークランドのアパートメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 2 日 フカ・フォール（Huka Falls） 
 

タウポ湖からの水が勢いよく流れる様子は、なかなかの 

迫力である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 2 日 タウポ湖マリオ彫刻クルーズ 

 
遊覧船で片道 1 時間弱の船旅で、マリオ彫刻の前で 10 分～20 分ぐらい停泊して見学。 

彫刻の周辺には、カヌーや水上スクターで楽しむ人も見られた。 

往復の時間がやや退屈であったが、天気が良かったので周辺の景色を見ながらゆっくりと過ごせた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 31 日～2 月 8 日宿泊 トゥランギのアパートメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アグロドーム ファームショー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アグロドーム トラクタートレーラーに乗って農場を探索 
 

ファームショーでは、日本語の変換装置があった。羊の毛刈りの実演や牧羊犬のデモンストレーション

は必見。終了後、トラクタートレーラーに乗って農場を探索。羊やアルパカなどと直接触れ会え、餌や

りができたりして楽しめた。 

 

 

 

 

 

 

2 月 10 日 アグロドーム（Agrodome） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロトルアの街とロトルア湖の眺めが良い。 

レストランやアトラクションがいくつかあるレジャー施設である。 

ノンゴタハ山 山頂へのアクセスはなかった。事前にもう少し調べておくべきであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 12 日 スカイラスン ロトルア（Skyline Rotorua）よりロトルア湖を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オールブラックス・エクスぺリエンス(All Blacks Experience) 
 

事前にネットで日本語字幕付きツアーを予約。スカイツリーのあるビルに施設があり、英語の案内人に

より施設内を回る。 

基本英語での案内人によるツアーで、一部日本語字幕付きの説明があるが、英語が全く分からない場合 

は、楽しむことはかなり難しい感じである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 8 日～13 日宿泊 ロトルアのアパートメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 17 日 ドメイン・ウィンターガーデンズ(Domain Wintergardens) 
 

施設の大きい建物は、ガラスの清掃中で終日は入れないとのことであった。 

奥の施設とシダを中心とした施設は無料であるが、なかなかよく管理されて、色々な花が咲いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 14 日～17 日宿泊 オークランドのアパートメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパーマーケットで食材とワインを購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外食は一回もせず食材を購入・調理  日本ではなかなか見ることがない骨付きラムのステーキが美味しかった 

 

今回のニュージーランドの山旅は、一か所の宿泊施設の日数を長めにとって、トンガリロとルアペフ山

をメインの目的地とした。 

その他は天候を考慮して事前に行く場所を複数調べておき、その中から目的地を設定していった。 

最後の二日間は雨に降られたものの、全般的に天候に恵まれ、ほぼ目的の場所は歩くことが出来、充実

した山旅であった。 

北九州山岳同好会「嵐」 

Reported by S.Okamura   Photo presented by  S.Okamura 


